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Abstract

　　Both　Gyeongmu −je（頃畝制＞on 　the　basis　of 　actual 　farm　area 　and 　Gyeolbu−je（結 負 制 ）on 　tbe　basis　ofharvest 　simultaneeusly

existed 　from　Silla　era 　down 　to　m ｛〕dern　times ，　at　least　more 　than　1200　years　in　Korea．　It　is　well   own 　that　these　two 　systcms 　had

been　variously 　chamged ；however，
　tbe　basic　probiem　 such 　as　the　actual 　arca 　evalution 　bef（〕re　the　 middle 　Goryo　has　not 　been

clcared 　yct．　One 　ofthe 　reason 　is　that　therc 　were 　some 　writing 　¢ rrors 　in　the　basic　doeument　on 　Munjuong 　Ryangieon　rule （文 宗量

田法）in　l　O69．　Therefore，　I　reexamined 　all　the　basio　documents　on 　Gyeolbu−je，　and 　this　paper　provides　the　following　adequate

results 　 agreeing 　with 　generally　 accepIcd 　opinions ．（D　The　annotation 　6　 chon （寸 ）in　Munjeng 　Ryangieon　mle 　 should 　be

corrcctcd 　as　6　chon 　r。色  ng 出 e　same 　age 　record 　of 　Golyeodogyeong（宣和奉使 高麗図経）．（2）Consequently“Gyeol（結）＝square

33ryangieon−bo（歩 ）
”

can 　be　 rewritten 　as
“
square 　lOO　bo”．（3）The 　reason 　why 　tho　irregular　system

“
ryangjeon −bo＝3　bo

”
was

introduced　is　that　Gyeol　in　late　Silla　was 　9000　bo　as　shown 　in　Sungbokksa（崇 福 寺 ）inscription　and 　l　sok （束）was 　defined　as

square 　3　bo，（4）As　discussed　in　the　abovc ，　l　addresSthe 　area 　of 　l　sok 　in　late　Silla　was 　23   that　agrees 　completely 　with 　thc　arca

of 　l　sokushiro （束代）in　ancient 　Japanesc　Daisei（代制 ）．　These　rcsults 　will 　contributc 　to　the　investigation　ofthe 　origin 　of 　Dai　g．　ei

frem　nOW 　on ，
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1．は じめ に

　朝鮮 半島で は 、農 地の 実 面積 を把握す る 頃畝

制 と、収量基準 を考慮 した結負制 が 、新羅時代

か ら近代 に至 る まで 、少な くとも 1
，
200 年以 一E

に わた っ て 共 存 して い た 。
こ の 長 い 歴 史 を持 つ

頃畝制や結負制が 、時代に よ っ て 種 々 変化 して

き た こ とは よ く知 られ て い るが 、高麗 中期以前

の 実態 に つ い て は 、実 面積の 把握 な ど の 基本的

な問題 に つ い て さえ、未だ
一

致 した見解が得 ら

れ て い な い 。

　 そ れ は 主 と して 基 本 史料 の ひ とっ で あ る文 宗

量 田 法 （1069 年）の 記載 に錯誤 が あ り、そ の 解釈

をめ ぐっ て 諸説 が提 出 され て い るこ とに よ っ て

い る。

　 し か し 、従来 の 研 究に よ っ て ほぼ意 見 の
一

致

を 見 て い る部分 も少 な く ない 。例 え ば、  高麗

前期以 前に は 1 頃 の 面積 は方 100 歩で あ り 、 1

結 の 面積 と 1 頃 （100 畝）の 面積 は 同 じ で あ っ た

こ と、  し か し 高麗 後期 に は 1 結 の 面積 が 57

畝に変 わ っ て い た こ と、  そ れ と同時 に、二 国

時代の 伝承記録 に 、頃 の 表示 が散見 され るが 、

こ れ は 後世 にな っ て 、 昌
二
の 結 を頃 と書き換 え た

可能性 が高い こ とな どで あ る。

　 更に い えば 、こ の 問に 頃 と結の い ずれ の 面 積
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が 変化 し たか に つ い て も、論理 的 に は 頃 も結 も

とも に変 化 した 可 能性 を排除 で き な い が 、 主 と

して 結 の 面積が 変化 した と考え る こ とに は 、大

方 の 同 意 が得 られ る で あ ろ う。

　本稿 で は 、こ の よ うな視点 に 立脚 して 、まず

宣和奉使 高麗 図経 の 記載 に基 づ い て 文宗 量田法

の 錯誤 を正 し、 1 結 を方 33 歩す なわち 1089 歩

とす る不 自然な制 度 の 起源 を 明 らか に し 、
っ つ

い て 崔致遠撰 の 崇福寺碑 文に基 づ き、統
一
新羅

時代 以前の 結負 制 に つ い て 議論 し、そ の 結 果 に

基づ い て 、朝鮮 半島の 古 代結負 制、結 （1000 束）

＝100 負、負＝10 束 、東＝10 把 の 束 と把 の 面 積が 目

本 の 代制 の 代（束代 と把 代）の 面積 に完 全 に
一

致

す る こ とを示 した い 。

　 も し こ の よ うに 、朝鮮 半 島の 占代結負 制 と 日

本 にお け る町 段制以前 の 代制 に 共通 面積 単位 を

も つ 「東 」 が存在 して い た こ とに なれ ば、従来

不 明 と され て きた 日本 にお け る 町段 制以前 の 代

制 の 起源 解明 に大 き く貢献 し得 る と考 え る。

2．文宗量 田法規 定の 結 面積

2−4．従 来の研 究

　 『高麗史』巻 78食貨 1 経理 には 、文宗 量 田法

（1069 年） が次 の よ うに 記 され て い る 。

　 　［史料 1 ］　 文宗量 田法（文宗 23（1069＞年）、『高

　　麗史』巻 78
、 食貨 ユ、経理

　 　文 宗 二 卜三 年 定 量 田歩数 出 二 ト の 誤 ］結

　　方三 十三 歩　（六寸為
一分 十分為

一
尺 六 尺

　　為
一一

歩）二 結方 四十七 歩 三結方五 十 七歩三

　 　分 四結 方 六 十 六 歩 五 結 方 七 十 三 歩 八 分

　　六 結方 八 卜歩 八 分 七結方八 ｛
一
七歩 四 分 八

　　結 方九 十歩 七 分 九 結方九 f 九歩 レ結方
一

　　百 四 歩 三分 ：O 内は歩 を説 明 する割註 、

　 こ の 史料 は 1 結 が 方 33 歩すな わ ち 1，089 歩

（332歩 〉で ある こ とを示 した もの で 、 2 結以下は

開平計算で 求 め る こ とが 出来 る の で 、 方 33 歩 は

不 自然 で は あ る が 間違 い で は な い
。 こ れ を裏付

ける 史料 と して は 、既 に 良 く知 られ て い る よ う

に、次 の 若 木郡 浄兜寺石 塔造成 記 （956 年 ）が ある。

　　［史 料 2 ］　若 木 郡 浄 兜寺 石 塔 造成 記 （956

　　年）、高麗前期 土 地 台帳収録寺 院文書

　　代 下 田 長廿 七 歩方廿 歩 北能召 田 南東 渠

　　西葛頚寺 田 承孔伍 百四拾 結得 四 拾玖 負四

　　束

　す なわ ちこ の 記 事か ら、540 平方歩が 49 ．4 負

で あ り、1 結 は方 33．06 歩 と計算 され る。こ の こ

とか ら、1 結を 方 33 歩 とす る制度が 956 年以 前

に さか の ぼ る こ と も分る 。

　問題 は割註 の 「六 寸為
一

分 十分為一一
尺 六 尺

為
一

歩」 の 部分 で ある 。
こ れ をそ の ま ま 忠実 に

読め ば、量田 歩 の 1 歩は 36 尺 と しか 理解で き な

い
。 事 実、白南雲 D

以 来 、朴克采
2）
、李丙熹

3＞
も

金 容燮
の
もそ う読ん で い る 。 異 な るの は基準 尺

と して 、白南雲が 曲尺（30．3cm ）を、朴克采が漢尺

（23．l　 cm ）を、李丙 熹 と金容燮が 周 尺 （20cm 程度）

を採用 し た こ とで あ るが、最 も面積 の 少 さい 金

容燮 の 場合 で も 1 結は 17，500 余坪（約 57，800   ）

と計算され て い る。

　 しか し、こ の 金 容燮 の 見解 に つ い て は 、宮嶋

博 tu　S）と姜 晋哲
6）が 同時 に面積 が過 大す ぎる と異

議 を 唱 え て い る。そ れ で は 正 倉 院所蔵 の 新羅 村

落文書（帳籍文書）η に 記載 され て い る沓、田 、麻

田 の 合計而 積が 周 長 の 中に納 ま ら な い こ とや 、

同文 書の 沙害瀬村 の 例 の よ うに毎戸 あた りの 面

積 が 27 万 坪 に もな っ て しまい 、耕 作す る こ とが

不 可 能だ と の 見 解に よ る 。

　 そ の ため 割註 の 「六 ・Jコ為 一分 十分為 …
尺 六

尺 為一
歩」 の どこか に錯誤 が ある とす る見解が

大 勢 で あ る。 こ の こ とを最初 に指 摘 した の は 朴

時亨
8）で あ り、「十分為

・
尺」 の 部分 の 「分」 か

「一」か 「尺 」 の い ずれか に錯 誤がある とした 。

こ の 指摘に対 して 、 朴興秀
9｝
も浜 申昇

10）
も李宇

泰
Il ＞

も尹 善泰
12 ）

も同 じ意見 を も っ て い るが 、「卜

分為
一

歩 」 と読ん で も 「十分為六 尺 」 と読ん で

も 、 結果的 には 「卜寸為一・
尺 六 尺 為

一・
歩」 の 意

味 に な る 。 す な わ ち量 田歩 1 歩は基本 尺 の 6 尺

と い う平 凡 な内容 にな っ て しま う。そ うだ とす

れ ば、文章 として は極 めて 冗 長で 、意味 をな さ

な い と考 えるが 、そ れ に対 し て は 、測 地の 際の

具 体的な表示 と し て必 要 で あ っ た とす る見 解 も
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あ る
13）
。

　6 尺 1歩 と考 える場合、基 準尺 とし て は営造尺

（31cm 程度）ある い は 高麗尺 （35，6　cm 程度）を想定

す る こ とに な る が 、 李 宇 泰
14｝、李 泰 鎮

15）、

冠q刈
t6）
、尹 善泰

17＞らは共 に、高麗尺 を主 と し

て 考えて 、結の 実面積を約 3，500   か ら 5，000  

と求 め て い る。 しか し こ の 説 を採 る と、朝鮮初

期 の 下 田 の 結面積
18） 57 畝（14，974   ）と大差 が

生 じ、結 が 100 畝か ら 57 畝 に変化 して行 く過程

に全 くそ ぐわ な い
。

　そ の た め 朴興 秀
19＞

は 、 基 準尺 と して は 高麗後

期 に使用 されて い た 30 指尺 （58．27cm ）が こ の 時

点で 既 に使用 された と考 え、1 結 を 13，31i   と

計算 した。 し か し彼 は その 結果 に も満足せ ず 、

文 宗量 田法 の 方 33 歩の 規定は建 前に過 ぎず 、 実

際 には 高麗後期 の 方 35歩制が既 に始 ま っ て い た

と考 え、 1 結 の 面積 を高麗末期 の 下 田 と同 じ く

14，974   と し た。こ れ に対 して 宮嶋博史
20）

は方

35 歩制 がこ の 時期 に行われて い た こ とに は 同意

で きな い と しなが ら 、 面 積的 に は 朴興秀 の 考 え

方 を支持 して い る 。

　 い ずれ に し て も、大勢 と して は 文宗 量田 法 の

割註 に何 らか の 錯誤 が あ る こ と を認 め なが らも、

未 だ 定説 を得 る に至 っ て い な い 。 しか も、既往

の 学説で は い ずれ も、次 に述 べ る 『宣 和奉使 高

麗 図経』（以 下 『高麗図経』 とす る）に記載 され た

1 結 の 面 積を 全 く説 明 で きず、無視 し て しま っ

て い る問題 もあ る。

　 割 註に 何 らか の 錯 誤が あ る こ と で は既 に
一

致

し た 見解 が得 られ て い る。問題 は その 復元 方法

に誤 りが ある の で はない か 。その 前提 に立 っ な

らば 、 まず注 目 し なけれ ばな らな い 文 章は 最初

の 「六 寸為
．・分 」 の 「六 」 の 部分 で あ る 。 こ の

部分が 「六 」 で な く、「二 1 「三 」 あ る い は 「四 」

で あ る な らば、全 体 の 文章に も無駄が な く、意

味が 良 く伝わ る。そ うで あれ ば量田尺 が 2 尺 、3

尺 、4 尺 、す な わ ち量 田歩 が 12 尺 、18 尺 、24

尺 に な り、従来 の よ うに量 田歩が 6 尺 か 36 尺か

と い っ た 極端 な差異で は な くな る。

2−2．高麗図経 に 示 された結 面積

　宋の 徽帝が 派遣 した 国信使 に 随行 して きた 徐

兢 が 、宣和 5 （1123）年に 書い た 『宣和奉使 高麗 図

経』 に 、朝鮮 半島の 田制 に っ い て 次 の よ うに 記

録 し て い る。

　　［史料 3 ］ 徐兢の 記録 （1123年）、『宣和奉使

　　高麗図経』第 23、雑俗 2、種 芸

　 　 田毎
一

百五十歩為
一

結

　 こ の 書は文宗量 田法 の 約 50年後 の 状況 を伝 え

る もの で 、貴重な記録で ある が
、 なぜ か 文宗 量

田法 と関連 づ けて 論 じられ て い な い
。 しか し重

要 な史料で あ る の で 、そ の 文章の 解釈 をめ ぐ っ

て もい くつ か の 考 え方 が ある。

　 ひ とつ は素直 に考 え 、徐兢 は宋 の 人 で ある か

ら 、
こ こ に 示 され た 歩 は 当時 の 宋 の 歩（5 尺 1 歩）

とす る金容 燮
21）

の 考 え方 で あ り 、 計 算す る と

15，600 余坪 （約 51，500   ）に な る。金容燮は こ の

数値が 、文宗量 田法 の 規 定を周尺で 計算 した 結

果（前 出 57，800   ）に近 い こ とか ら、相 互 に補完

しあ うと して い る が、こ れ で は 面積 が過 大す ぎ

る の は 、 宮嶋博史
5 ）
や 姜晋哲

6）
が 指摘 した通 りで

ある。

　 そ の た め姜晋 哲
22）

は こ こ に示 され た 歩の 基 準

を周尺 に求め て 見て 、その 1 結 を 6，805 坪（22，460

  ）と計算 した。こ の 見解は宋尺 に よ る面 積計算

を否 定す る立 場 で は 当然 の 帰着で あ るが 卓見で

あ る。

　 それ は 後ほ ど論理 的に 導 かれ る結論 で あ るが 、

こ こ で は ま ず徐兢 が なぜ 「田毎
一

百 五 十歩為
一

結」 と報告 したか に つ い て検討 した い
。

　 徐 兢が こ の 報告 を書い た の が 文 宗量 田法 の 約

50 年後で あ るか ら 、 結に つ い て おそ らく方 33

歩 と説明 を受 け た に違い な い 。 し か し彼 は 「田

毎三 十三 歩為
一

結 」 とは 記 さなか っ た。そ れは

こ こ で使 用 され て い る歩（量 田歩）が 5尺 1歩で は

ない こ とを 知 っ て い た か らで あ る 。 そ れ で は徐

兢 は こ の 量 田 歩 を 何 尺 と理解 し た の で あ ろ うか 。

それ は徐兢が 33 歩 を 150 歩すなわ ち 750 尺 と報

告 し た こ とか ら逆算で 判 る。彼 は こ の 量 田歩を

750尺 ÷ 33 すなわ ち約 23 尺 と理 解 した の で あ る 。
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　と こ ろ で 、前述 し た よ うに 、 文 宗量 田法 の 割

註 の 錯誤 が 「六 寸為
．一分 」 の 「六 」 の 部分 に あ

っ た と考 え、これ を 二 、三 、四 、五 に 置 き換え

て 見た 時 の 量 田歩は 12 尺 、18 尺 、24 尺 、30 尺

とな る。 23 尺は 24 尺 に極 め て 近い 。すなわち、

徐兢 は文宗量 田法の 規定 に 「四 寸為
一一

分 十分為

一・
尺 六 尺 為

一一
歩」 とあ っ た の を見 て 、

「田毎
一

百 五十 歩 為
一一結 」 と報告 した 可 能性 が 極め て 高

い の で あ る。か くして 、文宗量 田法 の 規定 の 「六

寸 」 が 「四 寸 」 の 誤記 で あ っ た こ とに ひ とつ の

証拠 を得た。

　 そ うで ある な らば、こ こ で 使 用 され た 基準尺

とは 何で あ っ た で あろ うか 。 そ の 回 答 の 鍵 は 、

次 の ［史料 4］に示 す 匿宗 玉9年（1437年）の 頃畝 制 に

あ る。す なわ ち文宗量 田法の 結 を基準尺 で 示す

と 627
，
264 平方尺 とな るが

、 世宗 19 年 の 頃畝制

で も周 尺 で 600 ，000 平方尺 とな っ て い て 数値的

に ほ ぼ一
致 して い るか らで ある。

　　［史料 4 ］　 世宗 19 （1437）年頃畝制 『Lt宗

　　 実録 』

　　 量 田事 目 量 田所用周 尺 計五 歩木尺 造 作 面

　　 刻十分 量 田時歩外余 数量用量 縄毎歩着 小

　　標 毎 十 歩着大標 日内累次校正 今量 田 以

　　 方五 尺 積 二 十五 尺 為
一

歩 二 百四 十 歩為
一

　　 畝 百畝為
…

頃 五 頃為
一・

字 余数不用

　 後述す る よ うに、 占くは 頃 ＝結で あ っ た こ と

は定説 で あ る 。 した が っ て 高麗 中期 の 結 すなわ

ち 頃が 世宗 の 時代の 頃 と面積的 に ほ ぼ同 じで あ

っ た こ とは 十分 に 考 え られ る 。 そ うで あ る な ら

ば 、文 宗量 田法 の 基準尺 は 周 丿くで あ っ た 可能性

が 高い 。

　 しか し こ の よ うな類推 だけ で は 周尺 か 使用 さ

れ て い た 十分 の 証 拠 とは な ら な い で あ ろ う。 周

尺が使 用 され て い た と考 え る決定的 な理 由 は、

次 の 「方 百為結 の 制 度」の 項 で 詳 し く述 べ る が 、

そ の 前 に果 た して 、周 尺 が 高麗初期 か ら使 わ れ

て い た か ど うか に つ い て 触れ て お きた い 。

　 そ の 点 に つ い て は 、 筆 者は 周 尺 の 使 用 が 高麗

初期 ま で さか の ぼ る と考 え て い る が
、 そ の 根拠

は次 に示 す［史料 5］と［史料 6］に よ っ て い る。

　 　［史料 5 ］ 文武 両斑墓地規定（975 年）、『高麗

　　史』巻 85、刑法 2、禁令

　 　
一

品方九 十歩 二 品八 十歩 墳高並
一

丈 六 尺

　 　三 品 七 f歩 高
一

丈 四 品六 十 歩 五 品五 十 歩

　 　六 品以 F 並三 十 歩 高不 過 八 尺

　　［史料 6］ 評 定各品 及庶 人墳墓禁限歩数規

　　定（1403 年）、『太 宗実録』巻 7

　 　
一
品墓 地方 九 十歩 四 面各 四 十 五 歩 二 品 方

　 　八 卜歩 三 品方 七 十歩 四品方 六
一
卜歩 五 品

　　方 五 十歩 六 品方 四十 歩 七 品 至 九 品 方 三十

　 　歩 庶人 方五 歩 已上 歩数並用 周 尺

　すなわ ち墓地 制限に つ い て 高麗前期 の 景宗元

（975）年 の 規定 と太 宗 四 （1403＞年 の 規定 が ほ と ん

ど完全 に
一
致 し て い るの で あ る。太宗四 年 の 規

定が 周尺 によ っ て い る こ とは 明記 されて い る の

で 、 高麗前期 σ）規定 も同 じく周尺 で あ っ た と考

え る の が常識的 で あ ろ う。 しか し、 こ の 考え方

に は異論 もある
23）
。

　 と こ ろ で 、周 尺 と は そ の 名称 か ら明 らか な よ

うに 中国の 古典 『禮記』王 制篇 に 「古者 以周尺

八尺 為 歩」 とあ る の に基 づ く復 古尺 で あ る。朝

鮮 半島では 後に周 尺 の 6 尺 1歩制や 5尺 1 歩制

も見 られ る が 、 復古尺 の 当初は 、
8 尺 で あ っ た の

は 間違 い な い 。

　 そ うで あるな らば、文宗 量 田法 の 量 田歩す な

わ ち周 尺 24 尺 は 、周尺 の 歩で 言えば 3 歩で ある。

こ れ は文宗 量 田法が 量 田尺 で 方 33 歩、周 尺 で方

99 歩すな わ ち方 百歩で あ っ た こ とを示 して い る 。

　 結や頃 が 当初 は方 百歩で あ っ た と言 うこ とは 、

次の 項（2−3）で 述 べ る よ うに 既 に 定 説で あ る。 こ

の 点 か らも、文宗量 田法の 割註 を周尺 に よ る 「四

寸為
一

分　f分 為
一

尺 六 尺 為
一

歩 」 と復 元 した

こ とは正 しか っ た と い え るで あ ろ う。

2−3．方百 歩為結の制度

　既 に、高麗前期以前 に は 1 頃の 面積 は 方 100

歩で あ り、1 結 の 面積 と 1 頃 （100 畝） の 面 積が

同 じ で あ っ た とす る の は定説 と言 っ て 良い で あ

ろ う。

　それ は まず 1 頃を方 100 歩 とす る制度は 、前
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漢以 前 の 中国の 伝 統的 な田制 で あ り、それ が 朝

鮮半 島に残 っ て い た と して も特に異 とする に あ

た らない こ とで ある。 し か も、白南雲 も引用 し

て い る よ うに
24）、智證 大師塔銘 に は

　　 ［史料 7 ］　 智證大 師塔銘 、『青荘館全書』

　　巻之 六 十八 「百 弓為結」

　　新羅曦 陽山鳳 岩寺 智證 大師塔銘 崔孤雲所

　　撰有日 捨 田五 百結 後人 有註 之 者 日 方俗

　　以周 百 弓為結 四 肘為
一

弓 肘
一

尺 八 寸 四

　　肘即 七 尺 二 寸 蓋以結 為 田数 自新羅 時已 有

　　 之 古者 百 歩為 一一畝 百 畝 当
一

結

　 とあ り、明瞭 に 百歩為
一一畝すなわち頃が方 100

歩 で ある こ と、お よび 占くは結 が 100 畝すなわ

ち 1 頃で あ っ た こ とを示 して い るか ら で あ る。

　 もち ろん 、後 人の 註 が い つ の 時代 の もの か 明

らか に で きない の で 、こ れ を もっ て 頃が 方百歩

で あ っ た と確定 は で き ない が、 白南雲
25）も朴興

秀
26｝も頃や結 を方 100 歩 と して お り、これ に対

して 今ま で特に異論は提出 され て い な い
。

　他 に も頃 と結が 同
一一
で あ っ た こ とを示 す 史料

と し て は、駕洛国記の 量田記事が ある。

　　 ［史料 8 ］　 駕洛国記 の 量 田 記事 、『三 国遺

　　 事』巻 2、駕洛国記

　　 近廟 一ヒ ヒ田 三 十頃 為 供営之資 号称王 位 田

　　　
・
淳化 二 年 金海府量 田使 中大夫趙 文 善

　　 申省状 称 首露 陵王廟属 田結数多也 宜 以 卜

　　 五 結乃 旧慣 其 余分析 於府 之役 亅
’……節使

　　 （量 田使 称也 ）受 朝 旨 乃 以 半属於 陵園 半 以

　　 支給於府 之徭役戸丁 也 ……後人奉使 来 審

　　 検蕨 田 十
一

結 十二 負 九 束也 不 足 者 三 結 八

　　 十七 負一束也

　 こ れ は 、 新羅文 武 王 の 時代 （661 年） に 30 頃

と され た 上 地 が 、高麗前期 の 淳化 2 （991）年 に

は 、そ の 半分 が 15結 と考え られ て お り、こ の こ

とか ら高麗 前期 に は 結 と頃 を同
一

と理 解 し て い

た こ とが判 る。

　 t の よ うに して 、 文 宗量 田法 と 『高麗 図 経』

の 記 事 か ら 求 め た 結が 方百 歩 で あ る と い う結論

は 、従来 の 定説 と完全 に 致 す る の で ある。 し

たが っ て 、こ の 点か らも、文宗量 田法 の 割註 を

「四寸為
一

分」 と読ん だこ との 正 し さが 逆 に証

明 され る と考 える 。

　残 され た疑問は なぜ 1頃 あ る い は 1結を方 100

歩 とす る分 りやすい 方式か ら、方 33 歩 とい う複

雑な制度 に移行 し たか で あ る。こ の 点に つ い て

は 、 後 に詳 し く述 べ るが 、そ の 前 に高麗前期以

前 の 頃 の 面積 と世宗 19 （1437）年 に制定 され た

頃畝制 の 頃の 面 積に つ い て 考察 して置き た い
。

3．頃の 実面積 の 推移

　世宗 19（1437）年 に 制定 され た頃畝制は 、既 に

［史料 4］に示 した よ うに、周 尺を もっ て 600
，000

平方尺 と して い る 。
こ の 当時 の 周 尺 の 長 さを 、

朴興秀
27）

の 復元値 20．81cm と李宗峯
2s）

の 復元値

20．5〜20．7　cm を参 考に して 20．7　 cm とすれ ば

25，709   で ある。

　
一
方、新羅時代の 1 頃に っ い て 、 筆者

29〕
は 古

韓 尺 の 6 尺 1 歩 に よる方 100 歩 と復元 し て い る 。

古韓尺 を 26．7cm と して 計算すれ ば 、25，664   で 、

両者は 時代 の 差 が あ るに もか か わ らず誤差 な く

致 し て い る。

　そ れ ば か り で は ない 。 文宗量 閏法 の 時期 も同

様で ある。 こ の 時代 の 周 尺 の 長 さに つ い て は 、

定 見が ある わけ で は ない が 、朝鮮前期 よ りも若

干短 く、姜晋哲
3°）

は 曲尺の 0．66 丿くす なわ ち 20．O

cm を使用 して い る。その 場合 、周尺 の 1歩は 1．60

m で あ り、文宗 量 田法 を周 尺 歩 の 方 百歩 と理 解

すれ ば 、
1 結は 25

，
600   で あ り、こ れ も新羅 時

代 と朝鮮 前期 の 頃 と一致 し て い る 。

　 こ の 事実 は 、朝鮮 半島 にお い て 長期 間に わ た

っ て 、頃畝制 の 実面積 は ほ とん ど変化 しなか っ

た こ とを示 して い る。

　 と こ ろ で 、 占韓尺 とは ど の よ うな尺 度で あ ろ

うか。詳細は 参考文献
29）　 3L｝

に譲る と して そ の 位

置づ け を簡単 に紹 介 して置 き た い 。

　 中国 にお け る尺度 の 歴 史 に つ い て は 、紀元 前 5

世紀 ご ろか ら多数 の もの さ し の 出土 もあ り詳細

に判 っ て い る 。 しか し朝鮮 半島や 日本 の 場合、7

世紀以 降に な っ て 29，8cm 程度 の 唐尺 が使用 さ

れ る よ うに な っ た こ とは 明 らか で あ るが 、6 世紀

計量史研 究 3⊥
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以 前 の 尺 度に っ い て は 良 く分 っ て い な い
。 そ れ

は 、 日本 で も朝鮮 半島で も、唐尺 系 除け ば、未

だ こ の 時代 の 尺 度 に 関す る文 献 史料や もの さ し

の 出土例 がな く、有力 な物証 に欠 け るか らで あ る。

　た だ し、 口本 にお い て は大 化 前代 に 高麗尺 と

称す る 35．6cm 程度 の 尺度 が使 われ て い た とい う

説が 古 くか ら あ り、こ れ が 中国の 東魏 尺 の 長 さ

と近い こ とか ら、朝鮮 半島で は東魏 尺 ある い は

高句麗 尺 と して種 々 の 検討に 用 い られ て きて い

る 。 しか し 、 厳密 に 言え ば 、 従 来そ の 根 拠 と し

て い た 事実 関係 の い くつ か が 、そ の 後の 調査 な

ど で 否 定 され 、実存 し た もの か否 か 疑わ し い も

の で あ る（本稿 の 6 参照）
32）

o

　次善 の 策 は 、数 多 く の 遺蹟や 遺物 を調 べ て 、

どの よ うな尺 度で 作 られ た 可能性 が 最も高い か

を検証 す る方法 で あ る 。 もの さ し の 出土 や記録

が な い の な らば直接遺物や遺 蹟に 尋ね て見 よ う

と 言 うア プ ロ ーチ で ある 。 そ の 結果 得 られ た の

が 、筆者が提唱 し て い る 26．8cm 前後 の 古韓尺 で

ある
z9＞。

　す なわ ち こ の 古韓 尺 は 4〜8世紀 の 朝鮮 半島な

らび に 日本 を対 象に 占墳 、宮殿、寺院 な どに つ

い て 、約 70 種約 1000 件 の 膨大 な計測デ ータ を

対 称 とし て 、 コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に よる定 量的な解

析 を行 い 、そ の 中か ら確 率的 に 「最 も良く合 う

尺 度」 を選 び 、時代や 地 域の 広 が りの 中で 整 理

し、総合 的な 評価 を行 っ た結果得 られ た もの で 、

奈 良に現 存す る法 隆寺や法起 寺、あ るい は発掘

調査 に よ り詳細 な 資料が 得 られ た 慶州の 皇龍寺

の 建物 に も良 く
一

致 し て い る
33）。

　 また 中国で は 「隋書律歴志 」 の 中に 記載 され

た後周玉 尺 （北周 ） の 長 さを 26．75cm と考証 し

て い る の で 、同時代 に 古韓尺 と同 じ長 さの もの

さし が 中国に 存在 し て い た こ と も判 っ て い る
34）。

さ ら に 北魏 の 洛 陽に 熙 平元（516）年 に作 られ た 永

寧寺 九 重塔 の 営造 尺 も中国の 学者 は 27．2cm と

復元 して い る
：s5）

。

　 し か し 古韓尺 に っ い て 直接的 な証拠 が 出た わ

け で は な い の で 、今 ま で は い わ ば帰納的 に求 め

られ た尺度 に過 ぎな か っ た。

　そ れ に 対 し て 、最近筆 者は こ の 古韓尺 が新羅

王 京 の 条坊設計 に 用 い られ て い た こ とを 『三 国

史記』 と 『三国遺事 』 の 文献史料 と考古学的 な

発 掘調査 の 結果 を対 比 し て検証 した
36＞

。 す な わ

ち新羅王 京 の 条坊に っ い て は 近 年徐 々 に 明 らか

にな っ て き て い るが 、 皇 龍寺 周辺 の 発掘調査結

果で はほ ぼ方格 160m とな っ て お り、これ を『二

国史記』の 「長 三 千七 十五 歩 広 三 千 十 八 歩 三

十五 里 六部」 の 解析 結果 と対照 し、古韓尺 の 1

歩 を 1．602m （古韓尺 26．7cm ） と復元 した の で

ある 。 も ちろん こ こ に現れ た 160m の 方格は 古

韓尺 に よ る 1 頃に
一
致 す る 。 こ こ に古韓尺は 文

献的 な裏づ けを得た、

　 そ の 他 に も 1 方格 を L60　 m とす る傍証が ある。

それ は新 羅時代の 地方都市 の 地籍図砥 究 を通 し

て 、南原小 京や 尚州 邑城 （沙伐州 ）な どに 160

m の 方格 が存在 して い た と い う報告
37）

が あ り、

160m 方 格 の 地 割 りが 新羅 王京 ばか りで は なか

っ た と考え られ て い る こ と で ある 。

　 か く して 、
一

連の 研究結 果が ひ とつ に収斂 し

た。残 る問題 はなぜ 方 33 歩制 とい う複雑 な制度

に移 行 したか で ある。そ の 点 に つ い て は 次項（4．

崇福 寺碑 の 細註 問題）で改 め て述 べ るが 、 そ の 前

に古韓尺 と周 尺 の 関係 に つ い て 述 べ て 置 き た い 。

　 前述（2−2）した よ うに 、周尺 が復 占尺 で あ る の

は名称 か ら し て 間違 い な い 。 し か も古韓 尺 の 1

歩（6 尺）は周 尺 の 1歩（8尺 ）とほ ぼ完全 に
一致 して

い る。 したが っ て 、周尺 が古韓尺 の 1 歩 を基に

し て 始ま っ た こ とは容易に推測で き る 。

　 そ れ で は そ の 理 由 は何 で あ ろ うか。 こ の 点 に

つ い て は 、別 報
38）

に も述 べ た こ とが あるが 、お

そ ら くその 当時 の 中国の t 地制度 を意識 し て の

こ とだ っ た に違い ない 。

　 中国で は 前漢 の 前に は 、
1 頃が 10

，
000 歩で あ

っ た が 、唐代や宋代 に は 、5 尺 1 歩 の 24，000 歩

　（600，000 平方尺 ）に 変わ っ て い る。し か し朝鮮

半島で は 1 頃が相変わ らず 10，000 歩で あ り、制

度的 に
皿
致 し て い なか っ た 。 そ こ で 考 え た の が 、

10，000 歩 （360，000 平方 尺 ）を 240，000 歩 （600，000

平方尺 ）に
一致 させ る こ と で あ る。計算すれ ば 、
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周 尺 ＝0．775 古韓尺で ある。これ を周尺＝0．75 古

韓尺 、 すな わ ち 、 8 周 尺 ＝6 古韓尺 ＝1歩 と した

の で はなか ろ うか と い うの が 筆者の 考え方 で あ

る。

　 こ れ に よ っ て 、見か け．h は 中国式 の 頃畝制 度

がで きあが っ た。だか ら前出の ［史料 4］に あ る世

宗 19 年 の 頃畝制は 、高麗 初期 まで さか の ぼ る可

能性が ある と考 え て い る 。

4．崇福寺碑の 細註問題

4−1，崇福寺碑 （孤雲集十巻）の 細註

　新羅 下期 の 真聖女王 代（887〜897 年）に造 られ

た崔致遠 に よ る崇福寺碑は 、
い くつ か の 碑片 が

残 っ て い るだ け で 拓本 もな い
。 しか し碑文 は 「四

山碑銘 」 と し て 収録 され て 、そ の 註 解が い く つ

か伝 え られ て い る。そ の 中で 基礎本 と され て い

る の は 『孤雲集 十巻』で 、そ こ に は 「結」 と 「苫」

の 細註 として次 の 文章が ある。

　　［史料 9］ 崇福寺碑 の 結細註 、 『朝鮮仏教通

　　 史』下、玉 竜子権弄堪輿術条 、
1991

　　　東俗 以 五 畝減百弓為 結 de−一．斗為苫

　 こ の 細註 が結負制 や量 制 の 研 究に重 要な もの

で ある こ とは い うま で もない が 、崔致遠 の 自註

で あ っ たか 否か に つ い て は 、李 丙es　39）が 否定的

な見解を 呈 して か らは 、
こ れ を結負制 の 史料 と

して積極 的に活 用 す る研 究は なか っ た 。 しか し

最近 に な っ て 、尹 善泰
40）

が崇福 寺碑 の 詳細 な復

元を試 み、そ の 結果 、こ の 細註 を崔致遠 の 自註

との 結論 を出 し た。尹 善泰は 、こ の 結論 に基 づ

き 、新羅 ド代 の 量制 に つ い て 、 整合性 の 高 い 研

究成果 を Eげて い る
38）

。

　 こ の 細註が崔致遠 の 自註 となれ ば 、 結負制 に

関 して も極 め て 重 要な 史料で あ る、そ れ は 、智

証大師塔銘 の ［史料 7コに 、「以周 百 弓為結……古

者 百歩為
一

畝 百 畝 当
一

紬 とある の とは 異な

り、五 畝減 と明 記 し て い る か らで ある 。

　 唐か ら帰国 した 崔致遠が 唐 の 制 度を 良 く知 っ

て い た の は 疑い ない 。そ の 崔 致遠 が 、東俗 と書

く以 上 、唐 人 に も通 じ る よ うに新 羅の 状況 を注

釈 し た と考 え る べ きで あ る。そ うで あるな らば、

こ こ に示 され た結は、方百弓
生2）

す な わ ち 10，000

歩 か ら、
5 畝減す なわ ち 1

，
200 歩 を減 じ た 8

，
800

歩を意味 して い る こ とは間違 い な い
。

こ れ は今

ま で に述 べ て きた 結を 方 100 歩 （10 ，
000 歩） と

す る解釈 と大 き く矛盾す る。

　そ うで あ れば 、新羅時代 に は 高麗 前期 とは 異

な り、1結 は 約 0．9 頃で あ っ た の だ ろ うか 。

　 こ の 疑問 に対 して は 直 ちに 、里の 面積 と頃 の

面積の 関係 に思 い 至 る 。 す なわち 1 里 の 面 積（井）

は方 300 歩で あ り 、 頃 の 面 積 は方 100 歩 で ある

か ら、1 里 は 9 頃で あ る。 した が っ て 、1慰 罵10

結 とす れば、結 ＝ 0．9 結 で あ る。土地制度 とし て

里 （井）の 下位単位 として 里＝10 結 、 結 ＝100 負 、

負＝10 束 、 束＝10 把が 存在 し て い た可 能性 は 十

分 に あ り得 る 。

　 こ れ が 単な る 思い 付 き で な い の は 、こ の 仮定

が方 33 歩制 の 不 自然な制度の 発生 を明快 に説明

するか らで ある。

　 ある時期 、 結は 0．9 頃（9，000 歩）で あ っ た と考

え て 見 る 。 そ うで あれ ば、1，000 束 が 1 結で あ る

か ら束 は 9 歩す な わ ち方 3 歩 に 該 当す る 。 し た

が っ て 3 歩 を 1 量 田歩 とすれば、束の 面積測定

は極 め て 簡 単に な る。そ こ に 、3 歩 を 1 量田歩 と

す る方 33 歩の 不 自然 な制度が生ま れ た理 由が あ

っ た の で ある 。

　 しか も、あ る い は 白南雲
39）

が い うよ うに 、高

句麗 で は 頃畝制 、百済で は結 負制 が用 い られ 、

新羅 で は 両者 が 混網 され て い たか 知れ ない
。 そ

うで あれ ば、ある時点で 結 を頃 に
一致 させ る必

要 が 生ず る こ とは 当然で あ る 。 そ こ で 結を 頃に

合せ て 、方 100 歩 と決め 直 した。 これ を 3 歩 の

量 田 歩で 示 せ ば、方 33．33 歩すなわ ち方 33 歩で

あ る。

　 こ こ に 文宗量 田法 すなわ ち 3 歩 を量 田歩 とす

る 「田
一

結方三 十 三歩」 の 不 自然な 規定が 明快

に導き 出 され る 。

　 統
．
新 羅時 代 に は 、結 は 0．9 頃で あ っ た。すな

わ ち 1 頃 の 面 積を 25，664   （古韓尺 26．7cm 基準

で算出）とすれ ば、結は 23，098   と計算 され る。

した が っ て 1 束 は 23．1   で あ る 。

計 量 史研究 31−−2 匚37］ 2009，43
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　 こ の よ うな結論 を導 くの に 、崇福寺碑 文中の

細註 が 極 め て 重 要 な役割 を果 た し て お り 、
こ れ

を崔 致遠 の 自註 と評価 した尹 善泰 の 業績 を高 く

評価 したい 。そ れ と同時 に 、こ の 細註 は 後世 の

学者 で は 書 き得な か っ た と言 うの が 筆者 の 見解

で あ り、逆 に尹 善 泰の 推論 の 正 し さを裏 付 ける

と考 え て い る。

4−2，崇福寺碑異本

　崇福 寺碑 の 異本 に 、丁 茶 山が伝え る次 の 註 が

あ る。

　　［史料 10］崇福 寺碑 の 結 細註 （異本）、丁 茶 山

　　 『與猶堂全書』第 1 集巻 12、田結 論

　　 二 十 肘 為 百弓 而
一

肘 本 是二 尺 五 百畝減 六

　　十尺 以 為
一
結

　 こ の 文章を［史料 9］と比 較 して み ると、錯誤 が

多 く明 らか に 後世 の 註 と考 えられ る。茶 山は こ

れ を崔致遠 の 自註 と した よ うで ある が 、 李 丙熹
44 〕

が これ を後人 の 註 と見た の は もっ ともな こ と

で あ る。

　錯 誤 は お そ ら く 二 段 階に渡 っ て い る。五 百畝

はお そ らく五 畝 の 誤 りで あろ う。また 1 肘 は 2

尺 、1 弓 は 5 尺 または 6 尺 とす る の が普通 で あ る

か ら 、 そ れ を も と に 正 す と 、
「三 百肘 為百 弓 而

一
肘本是二 尺 五 畝減六 百尺 以為

一
結」 とな る。

そ うで あれ ば ［史料 9］の 内 容 を そ の ま ま伝 えた も

の と見 る こ とが で きる の で 、新 し い 情報 を持 っ

て い な い
。

4 −3．智証大師塔碑 文の 後人註

　崇福 寺碑 細註 と関連す る もの と して 、先 に あ

げた［史料 7 ］の 智証 大師塔銘 の 後人註 が あ る。こ

の 註 が、方俗 で 始ま っ て い る の で 、崇福 寺碑 細

註 を参照 して 記 され た 可能性 が高 い
。 しか し こ

こ で は 「以周 百 弓為結 四 肘 為 一
弓 肘

一・
尺 八 寸

四肘 即 七 尺 ．二寸 ……占者 百歩為
’
畝 百畝 当

一

結 」 とあ り、五 畝減 の 字句が 抜 けて い る。

　 こ の 註は 後半で 、昔 は 1 結が 100 畝すなわ ち i

頃 で あ っ た と 言 っ て い る こ とか ら見て 、少 な く

と も高麗 中期以 降 の もの で あ る。 し か もこ の 註

は統一新 羅時代 の 結 の 面 積に つ い て記 して い る 。

なぜ 五 畝減が 抜 け て しま っ た の か 。 た ん な る錯

誤 で あろ うか。

　 た だ し五 畝が 抜 け た代 わ りに 、こ こ で は 百 弓

を わ ざわ ざ 720 尺 と解 説 して い る。1肘 を L8 尺

と し て い るか ら、こ の 尺は 周尺 を意味 して い る

こ とに間違い な い
。 そ うで あれ ば 、 方 百 弓 の 面

積は 、
518

，
400 平方周 尺 と計算 され る 。 李朝初期

に は 1 頃が 600，000 平方周尺 で あ る か ら、／結 ＝

O．864 頃 とな る。

　 こ の 計算結果 は、崇福 寺碑の 原註 の 計算結果、

す なわ ち結 ＝0．88 頃 と極 めて 良 く 一致 して い る 。

こ の こ とは 、 後人 も統一新羅 時 代 の 結 の 面積に

つ い て 、 崇福寺碑註 をも とに して 、筆者 と同 じ

よ うに、結の 面積を O．9 頃 と理 解 した こ とを示 し

て い る，、

4−4．駕洛国記の 量田記事

　以上 の 解析 に よ っ て 、 統
一
新羅時代 に は 、 結

＝0，9 頃で あ り、そ の 後 の 結＝頃 に 比 べ る と 10％

ほ ど小 さか っ た こ と を示 す こ とが で き た と考 え

る。その 観 点か ら見 る と、前 出の 駕洛国記の 量

田記事［史料 8 ］を再度注 目 し て 見 る必 要が ある。

　 こ の 史料 は 、 新羅 の 文 武 王 の 時に 、 首露陵王

の 王 位 田 30 頃 で あ っ た 土地 の 半分 を淳化 二

（991）年に は 15 結 と見な し て い て 、頃 と結を 同
一

視 し て い る と同時に 、実際に 検 田 した と こ ろ H

結 12 負 9 束 しかなか っ た こ とを示 し て い る。

　 すで に指摘 され て い る よ うに
45｝、三 国時代 の

伝 承 記録 に 、 例 え 頃 と あ っ た と し て も 、
こ れ は

後世 に な っ て 、昔の 結を頃と書 き換 えた可 能性

が高い か ら、王位 田 の 30 頃は 昔 の 30 結 と見 て

よ い で あ ろ う。 し た が っ て こ の 記事 は 、昔の 結

の 面積 が高麗初期 より狭 か っ た こ とを示 し て い

る。

　 こ れ を t 地 折 半の 際 の 誤 差 あ る い は永年 の 間

の 変化 とみ る こ と もで き る で あ ろ うが 、高麗初

期 の 結 の 面積 が新羅 の 面積 に比 べ て 、 増加 して

い た 実情 を伝 え て い る可 能性 も高 い
。
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4−5，古韓尺 3 歩 （量 田 歩 ）の 出

　　 現例

　以 上 の 議 論に よ っ て 、 統
一

新羅

以前 に は古韓尺 の 方 3 歩を 1東 と

す る結 負制 が 存 在 し て い た こ と

を論 証 す るこ とが で きた と考 え

るが 、さらに こ の 推論 を裏付 ける

た め 、古韓尺 の 3 歩 すなわち 4．8

m を 基本単位 と し て 設 計 され た

寺院 の 建物 配 置例 が 百 済 と 日本

に多数 あ る こ とを表 1 に ま とめ

て 紹介 し て おきた い 。

　表か ら明 らか な よ うに 、 百済 の

益 山弥 勒寺 の 場 合 な ど で は 、 主要

建築問 の 距 離が 4．8m の 12 倍 、

14 倍 、18 倍、21 倍、25 倍 、 60

倍で 設計 され て い て 、臼南雲が言

っ て い る よ うに 「百済で 結制が 実

施 され て い た」とす る見解に符合

し て い る 。

表 1 占代 日韓寺院の 建物配置 に現れた量 田歩（3古韓歩）

5．結負制 と代制の 関係

　 口本 で は 、天 平尺（唐大 尺 ：29．8

cm 程度）に よる 360 歩 1 段、3600

歩 1 町 の い わ ゆ る 町 段 制 が 実施

され る 前に は 、
一

般 に代制 と称 さ

れ て い る土 地制 度 が行 われ て い

た。こ の 代制 は 『令集解』田令 田

長条所 引の 慶雲 3 年格 に令前租 法 とあ り、こ の

令前 の 令 が 大宝令 を示す の か 、浄御 原令 ある い

は近 江令 を示 す の か をめ ぐっ て 長い 論争 史が あ

る。

　 い ず れ に して も、 こ の 代 制は 町 段 制 に移行 し

た 以降も 、 部分 的に町 段 の ド位 単位す な わ ち 1

段 が 50 代、1 町が 500 代 と して 存続 して い た の

で 、当時の 天
〒r尺 （唐大 尺 に 相 当）を 29，8cm と し

て 計算す る と 1代 が 23，02   で あ っ た こ と は 良 く

判 っ て い る。

　 と こ ろ で 、こ の 代 の 単位 に つ い て は 東代 と記

録 され て い る例 も多 く あ る 。 例 え ば 、天 平七 年

測定値 量 田歩
国名 寺院名 距離測定区間

（m ＞ ・ 数 m

日本 川原寺 中門〜塔 23，854 ．76
百済 軍守里廃 寺 塔 〜 金堂 24．254 ．84
日本 北野廃寺 中門 〜 塔 24．454 ．88
百済 金 剛寺 塔〜金 堂 24．554 ，90
日本 川凉寺 ．捫 〜 中門 28．964 ．82
日本 四天 王 芋 中門〜塔 29．064 ，83
日本 山 田寺 中門〜塔 29．164 ．85

百済 陵山里 苧 金堂〜講 堂 33．37 荏．76
日本 飛鳥寺 中門〜塔 33．574 ．78
百 宅 王 呂 胆 、 塔 〜 金 堂 38．084 ．75
百済 王宮里 寺 金 堂 〜講 呈 43．094 ．78
百済 東南里 廃 寺 金 堂 〜講堂 43．994 ．88
日本 川原寺 中金 堂〜講堂 48，1104 ．81
日本 川原寺 ・大門〜中門 52．8114 ．80
日本 法隆寺 塔〜講 晃 57．5124 ．79
自済 弥勒寺 東塔〜中金堂 577124 ．80
百済 弥勒 寺 西塔 〜中金堂 57．7124 ．80
百済 弥勒寺 東金 堂 〜 中金堂 57．8124 ．82
百済 弥勒寺 西金 堂〜中金堂 57．8124 ．82
百済 定林 寺 塔 〜 講堂 58．0L24 ．83
百

こ

弥 　 、 中院東西 回廊 間 （心） 66．4144 ．74
百済 弥勒寺 塔〜幢竿 66．7144 ．76
口本 飛 鳥 寺 南 門 〜 西 門 66，7144 ．77
日本 法輪寺 南大門〜中門 66，7144 ．76
日本 吉備池廃寺 塔 〜金 堂 85．0184 ．72
日本 川 原寺 東僧坊〜西僧坊 86．4184 ，80
百 済 弥勒 寺 東西 幢竿 間 86．5184 ．81
口本 法隆寺 西回廊〜東回廊（心〉 86．7184 ．82
百済 弥勒寺 中院南北回廊間（心） 86．8184 ．82
百 済 弥勒 芋 塔 〜

鬧 門 100．4214 ．78
百済 弥勒寺 東僧坊 〜 西僧坊 ll8．7254 ．75
口本 若 草伽藍 塔 〜北柵 119．6254 ．78
日本 北野廃寺 東土塁 〜西 土塁 i21 ．0254 ．84
日本 飛鳥寺 中門〜講堂 121 ．0254 ．84

日本 北野 北土塁 〜 　土塁 144．0304 ．80
百済 弥 り芋 外廊垣 址 鬧

・北間 288．0604 ．80

の 『讃岐国 山田郡 弘福 寺領 田図』 に 「右 田数 卜

一
町 四 白

』
十二 東代」 等 の 表 現が 多 く ある し、浜

松市伊場遺跡 の 大溝 か ら出上 した木簡 に も 「［］

百
．
ヒ十 六 束代 又江 tHj　46）

とあ る 。 それ ばか りで な

く 、 『法 隆寺伽 藍 縁起 并流 記資財帳』に は 「二百

十 九町
．
椴 八 十 二 歩」 の 土地 を 「1・万 九 千五 百

六 1−．一束 「 把代 」 と記 し て い て
、 代 が 東代 、 把

代 の 意味 を持 っ て い た こ ともわか る。

　 い うま で もな く、朝鮮 半 島 の 結負 制 は 、結 ＝

100 負、負 ＝ ・IO 束、束 ＝10 把で ある。 した が っ

て 、 日本 の 東代や把代 と結負制 の 束、把 は 完全

に 共通 性 が あ る 。 し か も束把 は 中国 の 田制 に は
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見 られ な い 単位で あ る 。 そ の た め 日本 で も古 く

か ら 日本 と朝鮮 半島の 類似 性 を指摘す る意見 が

あ っ た
47）

。

　 しか し、か っ て 束把 は 、収 量 の 単位 と し て し

か 理解 され て い なか っ た 時期 が あ り、亀 田 隆

之
4S）

も 「こ の 点（類似性）をあま り強調す る こ とは

危険」 と して 、 議論が 深 ま っ て い な か っ た 。 と

こ ろ が 現在で は 、 束、把 が面積 単位 で もあ っ た

こ とが 明 らか に な っ て い る の で 、当然そ の 関係

を再検討 し て 見 る必要 が ある。

　結論 か ら言 えぱ、本稿 で求 め た 朝鮮半 島の 束

の 面積 は 23。09   （古韓尺 を 26．7cm と し て 計算）

で あ る 。

．一
方 、日本 の 東代 の 面積 は 23．02   （天

平尺 を 29．8cm と し て 計算〉で あ る。両者の 面積

は 完全 に
一

致 し て い る の で あ る。 こ の 結果 だけ

をもっ て して も、 日本 の 代制 の 起源 が朝鮮半島

あ っ た こ とを 主張 す る に 十分だ と考え る．なぜ

な らば 、代制 の 起源 をめ ぐる従来 の 見解 は 、ひ

とこ とで い えば 「良 くわか らない 」 とい うこ と

で あ っ た か らで あ る。

　 もちろん 従 来学説 で も、
一

定 の 説明は行 わ れ

て い た 。 そ れ は 1 代の 面積は 、町 段制 の 歩 で は

7．2 歩あ る が 、 横 山 由清
49）

が 指摘 した よ うに 高麗

尺 の 6 尺 を 1 歩 とする と代 が ち ょ うど 5 歩 に な

る の で 、こ れ が そ の 起源 だ とする 立 場で ある 。

す くなく とも こ れ 以 外 に代 を合理 的 に説 明す る

手段 はなか っ た の で 、もち ろん 有力 な考 え方 で

あ っ た。

　 しか し、5 歩 を基 本単位 とす る こ とに違和感 を

感 じ て い た研 究者 も多か っ た。内田銀
50）

は代の

法が 歩を基 定 と し て 起 っ た 徴証 は な い と し て
、

高麗尺 説 を斥け 、凡 そ 稲 1 束を得べ き田積を 1

代 と した に す ぎな い と論 じた。 こ れ に対 し て 坂

本太郎
51）

も 「初 め稲 1 束 を得 べ き地 は 1 代 と言

われ たろ う」 と
一

定 の 理 解 を示 し 、 弥永貞三
「｝z）

も 「そ の 最 も小 さ な単位は 、…定 の 長 さを
一
辺

とす る正 方 形 と し て 表 現 され る と考 え る方 が 常

識的 で は な か ろ うか 。

………
再 考 の 余地 が あ る

の で は な い か 」 と述 べ て い る 。 岸 俊9J　S3）
も代制

の 方 格地割 を 論 じる 中で 、 高 麗尺 の 5 歩 が 先 に

あっ た とす る の は順序 が 逆で あ る と、弥永 貞 三

の 考 えに 同 調 して い る 。

　更 に亀田 隆之
54）

は、1段 250 歩制（高麗尺 6 尺 1

歩制）が み られ る の は 、「今足勘文 」 の み で あ り、

しか も こ の 「今足 勘文 」 は 慶雲 3 年格 に則 っ て

書か れ て い なが ら、当の 慶雲格 に は 250 歩 の 記

載が ない こ とか ら、高麗尺 の 5 歩 を起源 とす る

説 に強 い 疑 問 を投げか け て い る 。 そ の 後 も、虎

尾 俊哉 55）
や吉田孝

5b）
な どの 有力な研究者 が 同様

な意見 を出 し て い る ．

　そ の E、高麗尺 の 6 尺 は 214cm に も達 し て い

て 、とうて い 従来 の 歩（歩幅 二 歩〉の 概念 には合わ

ない こ とも大き な問題 で あ る 。

　こ の よ うに 、 従 来は 高麗尺 の 6 尺 を t 歩 とす

る 5 歩 を代 の 起源 に想定 し なが ら、多 くの 疑問

を抱 えて い た 。 しか し これ に替 わ り得 る有力 な

学説 が ない 中で 、高麗尺説 が
一

応 の 定説 的 な立

場 を保 っ て きたの が実情 で あろ う。

　そ れ に 対 して 、 代の 起源が 朝鮮半島の 結負制

に あ り 、 束把 の 面積 が 完全 に
一一・

致 して い た こ と

になれ ば 、高麗 尺 に よ る代制 説に つ い て も全 面

的な見直 しを必 要 とす る で あ ろ う。

　高麗尺 の 存在に つ い て 、筆者は か ね て か ら強

い 疑問を表 わ し て きた
57）。そ れ は、  高麗尺 の

起源 とされ て い た 東魏尺 の 長 さが 、『隋書』律歴

志 の 記載の 誤 りで あ り、『宋 書』に あ る よ うに 約

30cm が 正 し い とされ た こ と、  高麗尺 の 証拠 と

され て い た 四 天
：E寺、皇龍寺 、定林 寺の 柱 間間

隔が その 後の 発掘調査 で 、無意味 な もの に な っ

て しま っ た こ と、  したが っ て 、 高麗尺 に よ っ

て 建て られ た と確認 され る建 築物が未 だひ とっ

も ない こ と（法隆寺 の よ うに、高麗尺 の 0，75 尺 を

1 支 とす る建 物 は あ るが 、そ の 1 支は 古韓 尺で

ある）、  高麗 尺の 5 尺 1 歩 の 存在 は 、天 平尺 の

6 尺 1 歩 と同長で あ り、高麗尺 の 実存 を裏付 ける

理 由に は な らな い こ と、  尺 度 史 の 流 れ の 中で

見 る と、高麗 尺 だ けが 異様 に長 い こ と等が 主 な

理 由で あ っ た 。 高麗尺 が 実存 した こ とを 証 す る

最大 の 証 拠 はむ しろ前代 の 代制 に諧 調す る高麗

尺 の 6 尺 1 歩 制 の 存在 で あ っ た 。
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　 したが っ て、代制 の 起源 を高麗尺 に求 め る 必

要が な くな っ た 今 、 高麗尺 を前提 と して 繰 り広

げ られ て きた諸 学説 の 中に は再検討 を要 す る も

の が 多くあ る と考え て い る 。

6．随等異尺 制 へ の移 行

　本稿 にお い て 、高麗 前期 の 結負制で なぜ 方 33

歩制 が採 られ る よ うに な っ た か に っ い て 合理 的

な説 明を 与えた と考える 。 こ の 方 33 歩に よ る結

負制 は 、そ の 後 、高麗末期 に は、上 田 で は指 尺

の 20 指尺、中田 で は 25 指尺 、下 田 で は 30 指尺

を量 田尺 とす る方 35歩 の 随等異尺制 に変 わ っ て

行 く 。

　 方 33 歩制か ら方 35 歩制 へ の 移行 に つ い て は 、

す で に 「量 田 糊 に お け る 頃 と結」
38）で 詳 し く述 べ

た。その 趣 旨は方 33 歩制が 当初 の 古韓尺の 3 尺

を量 田尺 とす る制度か ら、高麗 中期 に周 尺の 3

尺 を量田尺 とす る制度 に変 わ り、更に 随等異尺

制に よ る方 35 歩制へ 移行 した とす るも の で あ っ

た 。

　 こ の よ うな 考え方 に つ い て は 、現在 も基 本的

に は 変わ っ て い な い の で 、今 回の 研究結果 と合

わせ て 、結の 面積推移 と し て ま とめ て お きた い 。

表現 と し て は頃 の 面積 を基準 と し て畝 で示 して

い るが 、 そ れ は 頃 の 面積 に こ の 間大 き な変動が

なか っ た とす る今回 の 研 究結果 に基づ い て い る 。

平方 米 へ の 換算は 1頃 を 26，000   とすれ ば概算

は得 られ るの で 省略す る。

　 ◇ 三国時代 ・統
一

新羅 時代 （古韓尺 方 100 歩

　　 を 1 頃 、 結 ＝ O．9 頃 ）　 　 　 　 　 9Q 畝

　 ◇ 高麗初期 （古韓尺 ま た は周 尺 に よ る方 100

　　 歩 を 1 頃 、 結 ＝頃）　 　　　　 　 100畝

　 ◇ 高麗 中期 （600，000 平方 周 尺 を 1 頃、結＝

　　 方 33 歩、量 田尺 ：3 周尺）　 　 　 　 60 畝

　 ◇ 高麗末期 （600 ，000 平方周 尺 を 1 頃 、 結 ＝

　　 方 35 歩、量 田尺 ：30 指尺） 57．6 畝 （ド田 ）

　　　　　　　（600 ，000 平 方周 尺 を 1 頃 、結 ＝

　　 　方 35 歩、量 田尺 ：25 指尺 ） 39．9 畝（中田）

　　 　　 　　 　（600，000 平方周尺 を 1 頃、結 ；

　　 　方 35 歩、量 田尺 ；20 指尺） 25．4 畝（上 田）

7．ま とめ

　三 国時代に 始 ま り近代 まで続 い て い た朝鮮 半

島の 頃畝制 と結負制 に つ い て は 、 高麗末期以降

の 状況 に つ い て は比 較的 に 良 くわか っ て い るが 、

高麗前期以前 の 状況 に つ い て は 、そ の 基本 とな

る面積 の 評価 に つ い て も定 見が得 られ て い な い 。

そ の 中に あ っ て 、筆者 は 高麗 中期以 前の 頃畝制

と結負制 に 関す る基本 史料 の 全て に つ い て、整

合性 の ある解釈 を試み た 。

　 特 に基本 史料 中 の 基本 で ある文宗量 田法に つ

い て は 、従 来か らそ の 割註部分 「六 寸 為
一
分 ，

十分為
・
尺 ．六 尺為

一
歩」 に錯誤が あ るこ とは

判っ て い たが 、
い ずれ の 解釈に よ っ て も 、

こ れ

も基 本史料 で あ る 『高麗図経』 の 記録 と整合 し

得 な か っ た 。

　 『高麗図経』の 記載に整合 し得 る合理 的な 解

釈は、「六 寸
一

分」 を 「四寸
…

分」 と読む こ とで

ある。そ の 結果 、文宗量 田法の 規 定 は 「田
一．一

結

方三 1一三歩 ，（四 寸為
一．一

分． 卜分為
一

尺 ．六尺 為
一

歩）」 とな り 、 量 田歩 は基 準尺 の 24 尺 、す な

わ ち周 尺 の 8 尺 1 歩 に よ る 3 歩が 量 田歩で ある

とい う重要な結論 に至 る。したが っ て 、1結 は基

準尺の 歩に よ っ て 表現すれ ば方 99 歩すなわち方

100歩 となる。こ れ は従来 か らの 定説で ある頃嘉

方 100歩 と照 ら し合わ せ る と、結＝頃 を意味 し、

従来 の 学説 と完全 に
・
致 する 。 し た が っ て 、「六

寸 1 が 「ua　’S亅
’
」 の 錯 誤で あ っ た こ とは 、明瞭に

な っ た と考 える。

　 ま た周 尺 は 『禮記 』王 制 篇 に基 づ く復古尺 で

あ り 、 も とも とは周 尺 の 8 尺 1 歩 は古韓尺の 6

尺 1 歩 と同 じ で あ っ た 。 新羅時代 の 1 頃の 面積

は 古韓尺 の 方 100 歩で あ り、25
，
664 賦と試算さ

れ るが 、文宗量 田法 も、結 の 面積 は周尺 の 方 99

歩で あ りほ ぼ等 し い
。 しか も朝鮮前期 の 世宗 19

年の 頃の 面積 も 25，709   と試算 され、完全 に
一

致 して い る 。 した が っ て 、朝鮮 半島にお い て は 、

長 い 期 間に わ た っ て 、頃 の 面 積 は
．…定 し て い た

と考 え られ る。 こ の こ とか ら、文宗量 田法の 時

代 に は、まだ結＝頃で あ っ た こ とも判 る。

　 こ の よ うに して 、 結 ＝頃 の 制度 に つ い て 、文
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表 2 朝鮮 半島の 頃畝制 と結負制 の 面積推移

統
一
新羅以前 文宗23年 当時 高麗中期 朝鮮初期

基準尺 古韓尺 26．7cm 周尺 20．2cm 周尺 20．2cm 周尺

10指尺

20．7cm19

．3cm

歩 6尺 1．60m 8尺 1．616m 6尺 1212m

量 田尺

量 田歩

　 3尺

18尺、3歩

80．Ocm4

．80m

　 4尺

24尺、3歩

80．8cm4

．85m

　 3尺

18尺 、3歩

60，6cm3

．63m

30指尺

180 指尺

57．9cm3

．47m

頃 方 100歩 25 ，600   方33 量田歩 25，600   前代と同じ 25，600   60万周尺
225

，7σ0  

　 結

（畝表示）

9000歩 23
，
040  

　 90畝

方 33量 田歩 25，600  

　100畝

方33量 旧歩 15，150  

　60畝

方 35量 田歩 14，780  

57．6畝

束 23．0   25ユ   15．2   ユ4．8  

統
．・

新羅 以前の 束 の 面積は 日本の 代制 の 東代 の 面積 と同じ

宗 量 田法 の 記 事 に よ っ て 明 らか に で き た が 、　
一

方 で 、崔致 遠撰 に よ る崇福寺 碑 文の 結 に 関す る

細註部分 を見 る と、結 ＝ 0．9 頃 としか理解 し得 な

い 記 載が ある 。
こ の 細註 に つ い て は 、 最近 尹 善

泰 が 崔致 遠 の 自註 と報 告して お り、結負制 に関

す る基本 史料 中 の 基本 史料で ある。

　 と こ ろ で 面積 の 1 里は 9 頃で あ る。里 ＝ 10 結

とすれば、結 ＝
一
・ O．9 頃 ； 9000 歩 で 、崔致遠 の 自註

に 良 くあ う。そ うで あれ ば、 1000 束が 1 結 で あ

るか ら方 3 歩 が 1 束に該 当す る 。 これ が 文宗量

田法 の 3 歩 を量 田歩 とす る規定 の 起源 とな っ た

こ と は 容易 に 推察で き る。

　 臼南雲 が い うよ うに 、高句麗 で は 頃畝 制、百

済で は結 負制 が 用 い られ 、新羅 で は 両 者が混用

され て い た か 知 れ な い 。そ うで あれ ば 、あ る時

点で 結 を頃に 致 させ る必 要が 生 ず る こ とは 当

然で あ る。そ こ で 結 ＝ 0．9 頃か ら結 ； 頃 の 制度 に

移 行 し た ため 方 33 歩 の 複雑 な規 定が 生 まれ た と

考 えれば、す べ て が整合 的 に理解で き る。

　 こ の 結果 、結＝0．9 頃 の 時代 の 1 束 の 面積は

23．09   とな るが 、こ れは 日本 にお け る町段 制前

に行われて い た 1代 （東代）の 面積 23．02   に 完全

に
一

致 し て い る 。

　 日 本 にお け る代制 の 起 源 に つ い て は 、高麗 尺

説 が あ っ た もの の 、疑 問点 も多 く抱え て い た 。

束 把は 中国に は 見 られず 、 口本 と朝鮮 半島に だ

け存在 し た 単位 で あ る 。 そ れ が 、面積 ま で 致

し て い た とな る と、代制 の 起 源 を朝鮮 半 島 の 結

負 制 に 求 め る の が 、ご く自然 で あ る 。以 ヒに よ

っ て 、朝鮮 半島 の 占代結負制 が 凵本 の 代制 の 起

源 に な っ て い た こ とを示 す こ とがで きた と考 え

て い る 。

　最後 に、以上 の 検討結果 か ら得 られた 頃畝制

と結負制 の 面積 推移 を表 2 に ま とめ て 示 す。
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